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⑤
目標保有参加者
の2007年度排出

量の算定と第三
者検証

①募集
・採択 ③

•設備整備期間
•基準年度排出量
の算定と第三者
検証

⑥
調整期間(2週間程
度)：必要に応じ

て、再度の排出
枠の取引を行う
ことが可能

削減対策実施期間（2007年度）

2006.4 削減対策実施及び
排出量取引開始
（2007.4-）

排出量取引終了
（-2008.3）

④
•目標保有参加者に排
出枠(JPA)初期割当を

交付
•参加企業は2007年度

中、排出枠の取引が可
能 ⑦

償却期間(1週
間程度)：目

標保有参加者
は、2007年度

の排出量実績
に応じた排出
枠を償却しな
ければならな
い

②CO2排出抑制設備導入へ
の補助 (1/3) 2008.9 月頃

⑧
バンキング期
間：必要に応
じて、余剰と
なった排出枠
を次期制度へ
移転すること
が可能（現在
のところ実施
は未定）

環境省自主参加型国内排出量取引制度
第2期の概要

第2 期
終了
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